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編 集 後 記
医学の研究は段々に細かい専門領域に分かれてゆ く傾向があると共に 他方には綜合して研究
しようとする現象も見られる.内科は呼吸器科 循環器科等に分化 し 外科からは耳鼻科や整形
外科等が分かれ 更に脳外科 胸部外科等が分かれてゆく.泌尿器科は整形外科の如くに外科の
一分科と考えてもよく 又 皮膚科と混合していたのが分離したとも考えられる.このように内






の大学にては 泌尿器疾患々者 は外科へ行く.も しその大学にまだ泌尿器科が設置せられてい
なければ その大学に泌尿器科講座の新設せられる事が遅れる.泌尿器科の独立を願つている我
タの期待に反する事になる・我 々から云えば 一般外科の中に於て泌尿器科の研究が行われるよ
りは 泌尿器科を新設するか 或は外科から出て 泌尿雛科の中に入つた上で 泌尿器科の研究
を行ってほしいと思う.然し泌尿器科 としても徒らに小さく固まつてしまうつもりはなく 知識
を広 く各界に求める事は勿論必要であ り 基礎からも臨床からも 知識を吸収し消化せねばなら

















投 稿 内 規
1.原 稿 の種 類 は綜 説,原 著,臨 床報 告,そ の他,寄 稿者 は年 間 購読 者 に限 る .
2.原 稿 の長 さは 制 限 しな い が 簡潔 にす る.
3.原 稿 は横 書 き,当 用漢字,平 仮 名,新 仮 名使 い を 用い,片 仮 名 に は括 孤 を要 しな い .400
字 詰原 稿 用紙 を 用 い る こ と.附 表,附 図 はな るべ く欧 文 にす る こ と.
4.文 献 の書式 は 次 の如 くす る.著 者 名:誌 名,巻 数:頁 数,年 次 .
例.中 野=泌 尿 紀 要,1:110,昭30.Lazarus,J.A.:J.UroL,45527,1941.
5.300語 以 内 の欧文 抄 録 を記 し,之 には 欧 文 の標 題,所 属機 関 名 ・ ロー マ字 著 者 名 を附 け,
な るべ くタイプ ライ ター を用 い る こ と ・希 望 の場 合は 当 編 集 部 にて 謙 訳 します 抄 録 用 の原 稿 を
送 る こ と.翻 訳 の実 費 は 申受 く.
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